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新技術・情報名

農産 １４

トビイロウンカの発生密度（第１
世代）の推定精度向上のためのプ
ログラムの改良、

稲 病害虫

分類 ③

1．成果の内容，

ｌ）技術・情報の,内容及び特徴

パソコンプログラムの定数項を改変することにより、トピイロウンカ

の飛来後第１世代短迩型雌のピーク密度及びピーク時期の推定精度が向

上し、発生予察に利用できるプログラムとなった。

（１）使用するモデルは弱，「トビイロウンカの水田中における逐世代的個体

群増殖モデル」（岸本・竹内、１９７８）をＢＡＳＩＣ言語に書き換えた

「ＢＰＨＰＥＭ」（北村、１９８４）である。

（２）使用に際しては、このモデル中の発育零点（８．３５℃）及び有効積算温

度（５６８．４５℃）をそれぞ.れ、１１．３℃、４１５．０℃（野田、１９８９）に書き換

え、トビイロウンカの飛来月眺飛来密度､（水稲の移植時期、出穂日及

び５～１０月の半旬毎の平均気温を入力する。ただし、トビイロウンカの

飛来密度は払い落とし効率３６．９％（永田、１９７８）として補正した値を入
力する。

2）技術・情報の適用効果

早期及び早植水稲におけるトピイロウンカの飛来後第１世代の短迩型

雌密度が高い精度で推定できるので、発生予察情報として活用できる。

３）適用範囲

試験研究機関および指導機関

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

改良したプログラムによる発生密度の推定値は、早期及び早植水稲の

飛来後第１世代短迦型雌では精度が高いが、それ以降の世代に関しては

低い。また、普通期水稲については推定精度は低い。したがって、プロ

グラムの‘改良をさらに重ねて適合性を向上させる必要がある。
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普通作物病害虫関係試験成績概要害
』環境研究所

移植時期の'異なる水田におけるトピイロウンカの短迩型図１

雌密度とパソコンによる密度の推定値 （平成３年）

注）実測値が中断したのは、４月２５日移植では収稜のため、
５月２０日及び６月６日移植鋤では台風被害のためである。

その他の特肥事項３

担当部科室名：生産環境研究所病害虫部普通作物病害虫研究室

織本弘之研究担当者名

病害虫高精度診断システム導入守研究課題名

期間 予算区分 国庫（植防）
叶

昭和６３年～平成３年

既発=表論文，資料名等：平成元年～３年度福岡県農業総合試験場生産一』


